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諌
案
第
三
十
一
号

三
朝
町
温
泉
配
湯
事
集
財
政
羽
毛
基
金
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
三
朝
町
温
泉
乾
執
事
兼
好
政
萌
葱
基
金
条
例
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

地
方
自
治
法

(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
'

平
成
三
年
三
月
十
一
日

三

朝

町

長

　

　

安

　

　

田

　

　

真

　

二

　

餌

メ

平
成
要
害
弐
篭
原
寮
可
決

三
朝
町
後
金
級
長
安
井
由
符

本
議
会
の
農
奴
を
求
め
る
｡
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三
朝
町
条
例
第
　
　
　
号

三
朝
町
温
泉
配
湯
事
業
財
政
詞
蒙
基
金
条
例

(
設
置
)

第
1
粂
　
三
朝
町
温
泉
配
湯
事
業
の
安
定
的
経
営
に
資
す
る
た
め
､
三
朝
町
温
泉
配
湯
事
業
財
政
調
整
基
金
(
以
下

｢
基
金
｣
　
と
い
う
｡
)
　
を
設
置
す
る
｡

(
琳
立
て
)

軍
姦
　
基
金
と
し
て
秋
み
立
て
る
帝
は
'
三
朝
町
温
泉
思
湯
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
井
に
定
め
る
額
と
す
る
｡

/

(
管
理
)

一

a

第
三
粂
　
基
金
に
属
す
る
現
金
は
'
金
融
繊
関
へ
の
預
金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
保
管
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
｡

(
運
用
益
金
の
処
現
)
.

.
_

第
四
粂
　
基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
'
三
朝
町
温
泉
取
落
事
業
特
別
会
計
歳
入
葡
出
予
井
に
計
上
し
て
処
理
す

る
も
の
と
す
る
b

(
簾
替
連
用
)

第
五
条
　
町
長
誓
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
証
せ
る
と
き
は
､
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
'
期
間
及
び
利
率
を
定
め
て
､

J
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
換
り
学
兄
で
運
用
す
る
こ
と
が
で
7
m
る
｡
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(S!*)

第
六
条
　
基
金
は
､
次
の
各
号
の
1
に
該
当
す
る
場
合
に
'
そ
の
全
部
又
は
T
部
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

1
　
温
泉
配
湯
施
設
の
新
設
'
増
設
又
は
改
良
+
i
Z
要
す
る
財
源
に
充
て
る
と
き
｡

二
　
町
康
の
線
上
併
速
に
妻
す
る
財
源
に
充
て
る
と
き
｡

三
　
経
済
情
勢
の
変
動
等
に
よ
り
財
源
が
著
し
-
不
足
す
る
場
合
に
お
い
て
当
該
不
足
額
を
う
め
る
た
め
の
財
源
に

発
て
る
と
き
｡

(
重
任
)

第
七
粂
　
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
は
か
'
基
金
の
管
理
に
開
し
必
要
な
事
項
は
'
町
長
が
別
に
定
め
る
｡
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こ
の
条
例
は
'
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
｡
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